
令和５年度　部の事業計画

部局名 魅力創造部 部局長名

部局の事業方針

優先順位 事　業　名 新規or継続 課　　名 総合計画の位置付け

1 世界遺産登録推進事業 継続 世界遺産登録推進課 23.歴史・文化財

2 ふるさと納税の拡充 継続 地域振興課 25.商工業・しごと

3 特別史跡藤原宮跡整備促進事業 継続 世界遺産登録推進課 23.歴史・文化財

4 観光基本計画第３フェーズの策定 新規 観光政策課 24.観光・交流

5 移住定住促進事業 継続 地域振興課 25.商工業・しごと

6 今井町町並保存事業 継続 今井町並保存整備事務所 23.歴史・文化財

6 史跡等保存整備事業 継続 文化財保存活用課 23.歴史・文化財

6 建物維持管理等業務 継続 昆虫館 5.科学・文化芸術

6 創業者支援事業 継続 地域振興課 25.商工業・しごと

6 事業者支援事業 継続 地域振興課 25.商工業・しごと

～部・局の使命、役割を達成するために何に重点をおいて事業を展開するのか～

〇令和7年の「飛鳥・藤原」の世界遺産登録に向けて、国内推薦の取得や気運の醸成を図る。また、世界遺産にふさわしい藤原宮
跡の国による整備を促進する。

〇ふるさと納税における新たな戦略による返礼品の充実と積極的なPRを行い、持続可能で健全な財政運営ができるよう、歳入確保
に努める。

〇本市の魅力ある歴史文化遺産や特色ある施設を最大限に活かしながら、積極的なプロモーション活動を部内や関係部局、また関
係団体等と連携して行い、移住定住・交流・関係人口の増加につなげる。

〇創業者や事業者等へ各種支援事業を展開し、地域経済の活性化を図る。

岸本　裕史

部・局の重点事業
～部・局の使命、役割を達成するために何に重点をおいて事業を展開するのか～


